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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 1月 7日 (2005.1.7)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 上 述 し た 従 来 構 造 の ２ 例 に よ れ ば 、 エ ン ジ ン の 点 検 作 業 時 に こ の エ ン ジ ン を 分 解 し た り
、 組 み 立 て る 作 業 を 、 或 る 程 度 容 易 に 行 な え る が 、 、 そ れ ぞ れ 次 の 様 な 解 決 す
べ き 問 題 が あ る 。 先 ず 、 従 来 構 造 の 第 １ 例 の 場 合 、 作 業 者 が こ の シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク を 手 動
で 回 転 さ せ る 為 、 こ の シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク の 重 量 が 大 き い と 、 作 業 者 に か か る 負 担 が 過 大 に
な る 可 能 性 が あ る 。 そ し て 、 こ の シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク の 重 量 が 著 し く 大 き い と 、 作 業 者 の 力
だ け で こ の シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク を 回 転 で き な く な る 可 能 性 が あ る 。 又 、 従 来 構 造 の 第 ２ 例 の
場 合 、 回 転 枠 の 内 側 に シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク を 支 持 す る と 共 に 、 こ の 回 転 枠 の 両 側 に １ 対 の 支
持 台 を 設 け る 為 、 シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク 支 持 装 置 が 相 当 に 大 き く な る 。 又 、 １ 対 の 支 持 台 が あ
る 為 、 エ ン ジ ン を 分 解 し た り 、 組 み 立 て る 作 業 の 邪 魔 に な り 、 作 業 性 が 良 好 で あ る と は 言
え な い 。
　 本 発 明 の エ ン ジ ン 点 検 用 シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク 支 持 装 置 は 、 上 述 の 様 な 事 情 に 鑑 み て 発 明 し
た も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 前 記 ハ ン ド ル ５ ２ は 、 掴 み 部 ６ ２ と 、 こ の 掴 み 部 ６ ２ の 下 端 面 に 固 定 し た １ 対
の 第 一 リ ン ク ６ ３ 、 ６ ３ と を 備 え る 。 こ の う ち の 掴 み 部 ６ ２ は 、 筒 部 ６ ４ の 上 端 部 内 周 面
に 蓋 部 材 ６ ５ を 結 合 し て い る 。 又 、 こ の 筒 部 ６ ４ の 下 半 部 で 、 径 方 向 反 対 側 ２ 個 所 位 置 に
、 そ れ ぞ れ が 軸 方 向 に 長 い １ 対 の 切 り 欠 き ６ ６ 、 ６ ６ を 形 成 し て い る 。 そ し て 、 こ れ ら １
対 の 切 り 欠 き ６ ６ 、 ６ ６ の 内 側 に 、 上 記 係 合 板 ５ ７ の 上 半 部 乃 至 中 間 部 を 挿 入 し て い る 。
更 に 、 上 記 １ 対 の 第 一 の リ ン ク ６ ３ 、 ６ ３ は 、 そ れ ぞ れ の 長 さ 方 向 一 端 部 （ 図 １ ３ の 右 端
部 ） の 上 端 面 を 、 上 記 筒 部 の 下 端 面 に 固 定 し て い る 。 そ し て 、 こ れ ら 両 第 一 の リ ン ク
６ ３ 、 ６ ３ を 、 互 い に 平 行 で 、 そ れ ぞ れ 上 記 掴 み 部 ６ ２ と ほ ぼ 直 交 す る 方 向 に 設 け て い る
。 又 、 上 記 第 一 の 軸 ５ １ の 両 端 部 で 、 上 記 係 合 板 ５ ７ の 下 端 部 両 側 面 か ら 突 出 し た 部 分 に
、 上 記 各 第 一 の リ ン ク ６ ３ 、 ６ ３ の 長 さ 方 向 一 端 部 を 揺 動 自 在 に 支 持 し て い る 。 従 っ て 、
上 記 ハ ン ド ル ５ ２ の 中 間 部 は 、 上 記 第 一 の 軸 ５ １ に 揺 動 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。

依 然 と し て

６ ４



【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 更 に 、 上 記 各 第 一 の リ ン ク ６ ３ 、 ６ ３ の 長 さ 方 向 他 端 部 （ 図 １ ３ の 左 端 部 ） に 、 上 記 第
一 の 軸 ５ １ と 平 行 に 、 第 二 の 軸 ５ ３ の 両 端 寄 り 部 分 を 支 持 し て い る 。 そ し て 、 こ の 第 二 の
軸 ５ ３ の 両 端 部 を 、 上 記 各 第 一 の リ ン ク ６ ３ 、 ６ ３ の 外 側 面 か ら 突 出 さ せ て い る 。 又 、 こ
の 第 二 の 軸 ５ ３ の 両 端 部 で 、 上 記 各 第 一 の リ ン ク ６ ３ 、 ６ ３ の 外 側 面 か ら 突 出 し た 部 分 に
、 １ 対 の 第 二 の リ ン ク ６ ７ 、 ６ ７ の 上 端 部 を 揺 動 自 在 に 支 持 し て い る 。 そ し て 、 こ れ ら 各
第 二 リ ン ク ６ ７ 、 ６ ７ の 下 端 部 の 内 側 面 同 士 の 間 に 、 前 記 昇 降 板 １ ８ の 上 端 部 を 、 上 記 第
一 、 第 二 の 軸 ５ １ 、 ５ ３ と 平 行 に 設 け た 第 三 の 軸 ６ ８ に よ り 揺 動 自 在 に 支 持 し て い る 。 又
、 上 記 昇 降 板 １ ８ を 、 前 記 取 付 部 材 ６ の 外 周 面 に 固 定 し た 各 係 止 板 部 ２ ２ 、 ２ ２ と 直 交 す
る 方 向 に 設 け て い る 。 そ し て 、 こ の 昇 降 板 の 下 端 部 に 、 下 側 に 開 口 す る コ 字 形 の 係 合
溝 ６ ９ を 形 成 し て い る 。 又 、 こ の 係 合 溝 ６ ９ に 、 上 記 各 係 止 板 部 ２ ２ 、 ２ ２ の 上 端 部 を 係
合 自 在 と し て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 述 の 様 に 構 成 す る 本 発 明 の エ ン ジ ン 点 検 用 シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク 支 持 装 置 の 使 用 時 で 、 エ
ン ジ ン の 点 検 後 に 、 分 解 し た エ ン ジ ン を 組 み 立 て る 場 合 に は 、 先 ず 、 接 続 部 材 ７ と 取 付 部
材 ６ と を 分 離 し た 状 態 で 、 こ の 接 続 部 材 ７ を 、 複 数 本 の ボ ル ト に よ り シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク ４
４ （ 図 １ ） に 結 合 す る 。 又 、 こ の 接 続 部 材 ７ に 設 け た 第 一 支 持 部 ３ ２ の に 、 案
内 部 材 ３ ８ の 基 端 部 を 結 合 す る 。 そ し て 、 こ の 状 態 で 、 図 示 し な い ク レ ー ン の フ ッ ク で 、
上 記 シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク ４ ４ を 吊 り 上 げ る 事 に よ り 、 或 は フ ォ ー ク リ フ ト で 持 ち 上 げ る 事 に
よ り 、 上 記 接 続 部 材 ７ に 設 け た 第 一 支 持 部 ３ ２ を 、 上 記 取 付 部 材 ６ の 軸 方 向 一 端 部 に 近 付
け る 。 そ し て 、 上 記 案 内 部 材 ３ ８ の 先 半 部 に 設 け た 挿 入 部 ３ ９ を 、 こ の 取 付 部 材 ６ の 底 板
部 の 中 心 部 に 設 け た 案 内 孔 ２ ４ に 挿 入 し つ つ 、 上 記 第 一 支 持 部 ３ ２ の 端 部 に 設 け た 位 置 決
め リ ブ ３ ５ を 、 上 記 取 付 部 材 ６ の 軸 方 向 一 端 部 で 、 前 記 一 方 の 玉 軸 受 ２ ５ の 内 輪 ２ ９ の 外
端 面 よ り も 突 出 し た 部 分 に 外 嵌 す る 。 又 、 上 記 第 一 支 持 部 ３ ２ と 取 付 部 材 ６ の 底 板 部 １ ９
と に 設 け た 通 孔 ２ ３ 、 ３ ６ を 、 互 い に 整 合 さ せ る 。 そ し て 、 こ の 状 態 で 、 こ れ ら 通 孔 ２ ３
、 ３ ６ に 複 数 本 （ 図 示 の 例 の 場 合 は ２ ４ 本 ） の ボ ル ト ７ ４ 、 ７ ４ の 雄 ね じ 部 を 挿 通 す る と
共 に 、 こ れ ら 各 雄 ね じ 部 の 先 端 部 で 上 記 底 板 部 １ ９ の 片 面 か ら 突 出 し た 部 分 に ナ ッ ト ７ ５
、 ７ ５ を 結 合 す る 事 に よ り 、 上 記 取 付 部 材 ６ に 上 記 接 続 部 材 ７ を 固 定 す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 上 記 ク レ ー ン の フ ッ ク 、 或 は フ ォ ー ク リ フ ト の フ ォ ー ク を 、 上 記 シ リ ン ダ ブ ロ
ッ ク ４ ４ か ら 外 し た 状 態 で 、 電 動 モ ー タ ８ を 作 動 さ せ る 。 こ の 電 動 モ ー タ ８ の 作 動 に よ り
、 こ の 電 動 モ ー タ ８ の 出 力 軸 ４ ７ の 回 転 が 、 駆 動 歯 車 ４ ８ 及 び 従 動 歯 車 ４ ９ か ら 成 る 歯 車
減 速 機 構 ９ に よ り 減 速 さ れ つ つ 、 上 記 取 付 部 材 ６ に 伝 達 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 取 付 部 材 ６
が 回 転 す る 事 に よ り 、 こ の 取 付 部 材 ６ に 接 続 部 材 ７ を 介 し て 結 合 し た シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク ４
４ が 回 転 す る 。 尚 、 こ の 取 付 部 材 ６ を 回 転 さ せ る 場 合 に は 、 回 り 止 め 機 構 １ ７ を 構 成 す る
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ハ ン ド ル ５ ２ の 掴 み 部 ６ ２ を 、 図 １ ３ に 二 点 鎖 線 で 示 す 位 置 に 迄 、 第 一 の 軸 ５ １ を 中 心 と
し て 揺 動 さ せ る 。 そ し て 、 上 記 取 付 部 材 ６ の 外 周 面 に 固 定 し た 複 数 の 係 止 板 部 ２ ２ の 上 端
部 と 、 昇 降 板 の 係 合 溝 ６ ９ と が 係 合 し な い 状 態 に し て お く 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク ４ ４ が 回 転 し て 、 こ の シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク ４ ４ が 所 望 の 向 き に な っ
た な ら ば 、 上 記 電 動 モ ー タ ８ を 停 止 さ せ る 。 こ の 状 態 で 、 こ の 電 動 モ ー タ ８ の ブ レ ー キ が
作 動 す る 。 次 い で 、 上 記 ハ ン ド ル ５ ２ の 掴 み 部 ６ ２ を 、 図 １ ３ に 実 線 で 示 す 位 置 に 、 上 記
第 一 の 軸 ５ １ を 中 心 と し て 揺 動 さ せ る 事 に よ り 、 上 記 昇 降 板 に 設 け た 係 合 溝 ６ ９ と 、
上 記 取 付 部 材 ６ の 外 周 面 に 固 定 し た 複 数 の 係 止 板 部 ２ ２ 、 ２ ２ の う ち の １ 個 の 係 止 板 部 ２
２ の 上 端 部 と を 係 合 さ せ る 。 こ の 様 に 上 記 係 合 溝 ６ ９ と こ の １ 個 の 係 止 板 部 ２ ２ と を 係 合
さ せ た 状 態 で は 、 上 記 掴 み 部 ６ ２ の 内 側 に 設 け た ボ ー ル ７ １ が 、 係 合 板 ５ ７ の 上 端 面 の 一
端 寄 り （ 図 １ ３ 、 １ ６ の 左 端 寄 り ） 部 分 に 設 け た 凹 み 部 ６ １ に 弾 性 的 に 係 合 す る 。 こ の 為
、 上 記 係 合 溝 ６ ９ と 係 止 板 部 ２ ２ と の 係 合 が 不 用 意 に 外 れ る 事 は な い 。
　 上 述 の 様 に し て 上 記 シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク ４ ４ が 所 望 の 向 き に な っ た な ら ば 、 こ の シ リ ン ダ
ブ ロ ッ ク ４ ４ に ピ ス ト ン や オ イ ル パ ン 等 の エ ン ジ ン の 各 構 成 部 品 を 組 み 付 け る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 又 、 本 例 の 場 合 に は 、 １ 対 の 垂 直 板 ３ ａ 、 ３ ｂ に 取 付 部 材 ６ を 、 １ 対 の 玉 軸 受 ２ ５ 、 ２
５ に よ り 回 転 自 在 に 支 持 し て い る 。 こ の 為 、 重 量 が 嵩 む シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク ４ ４ を こ の 取 付
部 材 ６ に 支 持 す る 場 合 で も 、 こ の 取 付 部 材 ６ を 小 型 な 電 動 モ ー タ ８ で 滑 ら か に （ 摩 擦 抵 抗
を 少 な く し て ） 回 転 さ せ る 事 が で き る 。 更 に 、 本 例 の 場 合 に は 、 ハ ン ド ル ５ ２ と 、 第 一 の
軸 ５ １ と 、 第 二 の 軸 ５ ３ と 、 第 二 の リ ン ク と 、 昇 降 板 １ ８ と 、 複 数 の 係 止 板 部
２ ２ 、 ２ ２ と を 備 え た 回 り 止 め 機 構 １ ７ を 設 け て い る 。 こ の 為 、 上 記 取 付 部 材 ６ が 不 用 意
に 回 転 す る の を 防 止 し て 、 エ ン ジ ン の 点 検 作 業 の 容 易 化 及 び 安 全 性 確 保 を 図 れ る 。 尚 、 本
例 の 場 合 に は 、 上 記 電 動 モ ー タ ８ に ブ レ ー キ を 設 け て い る 。 こ の 為 、 上 記 取 付 部 材 ６ に 加
わ る 外 力 が 特 に 大 き く な け れ ば 、 こ の ブ レ ー キ に よ っ て も 上 記 取 付 部 材 ６ の 回 転 を 防 止 で
き る が 、 上 記 回 り 止 め 機 構 １ ７ を 設 け て い る 為 、 上 記 外 力 が 特 に 大 き く な る 場 合 で も 、 こ
の 取 付 部 材 ６ の 回 転 を 防 止 し て 、 安 全 確 保 を 図 れ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(5) JP 2003-240189 A5 2005.8.4


	header
	written-amendment

